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は
じ
め
に

　

エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
治
世
、
初
期
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
朝
期
の
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
に
お
い
て
「
教
育
革
命
」
が
起
き
た
。
す
な
わ
ち
、
よ
り
多
く

の
学
校
が
設
立
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
学
校
で
働
く
教
師
の
数
が
増
え
、

大
学
に
進
学
す
る
学
生
の
数
も
増
加
し
た
。
お
よ
そ
半
世
紀
前
に
ス

ト
ー
ン
が
唱
え
た
こ
の
「
革
命
（
１
）

」
に
関
し
て
は
、
識
字
率
の
向
上
を

楽
観
視
し
て
い
る
、
革
命
的
変
化
と
言
う
よ
り
は
一
五
世
紀
以
来
の

漸
進
的
変
化
の
延
長
と
し
て
見
る
べ
き
だ
、
な
ど
の
批
判
が
こ
れ
ま

で
な
さ
れ
て
き
た
が
（
２
）

、
当
該
時
期
に
教
育
施
設
の
量
的
拡
充
が
あ
っ

た
と
い
う
点
で
は
、
お
お
む
ね
意
見
が
一
致
し
て
い
る
（
３
）
。

　

そ
う
し
た
教
育
拡
大
の
動
向
を
数
量
的
に
分
析
す
る
試
み
の
嚆

矢
と
な
っ
た
の
は
ジ
ョ
ー
ダ
ン
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
研
究
で
あ

る
。
彼
は
ロ
ン
ド
ン
、
ブ
リ
ス
ト
ル
そ
の
ほ
か
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
八

つ
の
州
に
つ
い
て
大
司
（
主
）
教
管
区
裁
判
所
を
初
め
と
す
る
各
種

裁
判
所
で
検
認
さ
れ
た
遺
言
書
や
教
区
、
自
治
体
史
料
な
ど
を
可
能

な
限
り
渉
猟
し
、
各
種
チ
ャ
リ
テ
ィ
に
振
り
向
け
ら
れ
た
遺
贈
と
生

前
贈
与
の
合
計
金
額
を
種
別
、
贈
与
者
の
社
会
層
別
に
算
出
し
た
。

そ
の
中
で
一
四
八
〇
年
か
ら
一
六
六
〇
年
の
間
に
行
わ
れ
た
大
学
や

奨
学
金
、
学
校
な
ど
に
関
す
る
贈
与
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
年

ご
と
の
金
額
が
示
さ
れ
て
い
る
（
４
）

。
こ
の
よ
う
に
教
育
も
含
め
た
チ
ャ

リ
テ
ィ
全
般
の
動
向
を
統
計
的
に
提
示
し
た
点
で
画
期
的
な
ジ
ョ
ー

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
グ
ラ
マ
・
ス
ク
ー
ル
設
立
の
動
向

　
　
　
　

―
 

一
五
〇
一
～
一
六
六
〇 ―
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未　

宇

キ
ー
ワ
ー
ド

　
　

寡
婦　

教
育
革
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チ
ャ
リ
テ
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都
市
エ
リ
ー
ト　

ロ
ン
ド
ン
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ダ
ン
の
研
究
で
あ
っ
た
が
、
算
出
さ
れ
た
金
額
が
同
時
代
の
イ
ン
フ

レ
の
影
響
を
考
慮
し
て
い
な
い
と
の
批
判
を
後
に
受
け
た
。
ジ
ョ
ー

ダ
ン
の
デ
ー
タ
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
議
論
が
分
か
れ
る
が
（
５
）
、
少
な

く
と
も
通
時
的
な
分
析
に
そ
の
ま
ま
用
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま

た
ジ
ョ
ー
ダ
ン
は
分
析
時
期
に
設
立
さ
れ
た
学
校
の
総
数
も
計
上
し

て
い
る
が
地
域
が
網
羅
的
で
な
い
、
時
代
的
変
化
が
分
か
ら
な
い
な

ど
の
問
題
点
が
あ
る
（
６
）
。

　

こ
れ
に
対
し
、
ク
レ
ッ
シ
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
へ
の
入
学
者

数
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
お
け
る
学
校
の
設
立
数
を
指

標
と
し
て
用
い
る
こ
と
で
、
教
育
拡
充
の
包
括
的
、
長
期
的
動
向

を
把
握
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
う
ち
学
校
の
設
立
数
に
関
し
て
は
、

一
八
六
七―

八
年
の
下
院
に
お
け
る
学
校
調
査
委
員
会
報
告
に
基

づ
い
て
一
六
、一
七
世
紀
の
一
〇
年
ご
と
の
動
向
を
示
し
た
（
７
）

。
し
か

し
な
が
ら
ク
レ
ッ
シ
の
数
値
は
一
旦
設
立
さ
れ
た
学
校
の
閉
鎖
、
す

な
わ
ち
修
道
院
や
チ
ャ
ン
ト
リ
、
フ
ラ
タ
ニ
テ
ィ
解
散
に
伴
う
付
属

学
校
の
閉
鎖
を
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い
た
め
、
教
育
拡
充
の
程
度
を

過
大
に
評
価
す
る
危
険
性
が
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
宗
教
改
革
と

教
育
の
展
開
と
の
関
連
性
、
と
り
わ
け
エ
ド
ワ
ー
ド
六
世
期
の
チ
ャ

ン
ト
リ
解
散
が
ど
ん
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、

実
に
一
九
世
紀
末
か
ら
研
究
者
の
議
論
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
。
当

時
一
般
に
信
じ
ら
れ
た
「
学
校
普
及
の
創
始
者
」
と
い
う
エ
ド
ワ
ー

ド
六
世
の
イ
メ
ー
ジ
に
疑
義
を
唱
え
た
の
は
、
教
育
史
家
兼
実
務
家

の
リ
ー
チ
で
あ
る
。
彼
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
委
員
会
の
調
査
に
従
事
す
る

過
程
で
、
多
く
の
学
校
が
宗
教
改
革
よ
り
も
は
る
か
以
前
に
設
立
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
突
き
止
め
た
。
エ
ド
ワ
ー
ド
六
世
は
そ
う
し
た
中

世
来
の
充
実
し
た
教
育
体
制
を
チ
ャ
ン
ト
リ
解
散
法
に
よ
っ
て
む
し

ろ
破
壊
し
た
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
（
８
）

。
こ
れ
に
対
し
ア
ー
チ
ャ
を
初

め
と
す
る
そ
の
後
の
研
究
は
、
修
道
院
や
チ
ャ
ン
ト
リ
か
ら
実
質
上

独
立
し
て
い
た
た
め
に
、
少
な
く
な
い
学
校
が
解
散
時
に
巻
き
添
え

に
な
ら
ず
生
き
延
び
た
こ
と
、
そ
れ
ま
で
人
々
の
寄
進
を
集
め
て
い

た
施
設
が
解
散
さ
れ
た
結
果
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
の
代
替
の
受
け
皿
の
一

つ
と
し
て
学
校
設
立
が
促
進
さ
れ
た
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
（
９
）

。
学
校

設
立
数
だ
け
で
な
く
、
閉
鎖
や
そ
の
後
の
再
設
立
を
含
め
た
動
向
を

長
期
的
に
把
握
す
る
こ
と
で
、
教
育
拡
充
の
程
度
を
よ
り
正
確
に
検

討
し
、
宗
教
改
革
が
教
育
の
展
開
に
与
え
た
影
響
を
検
証
す
る
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
ク
レ
ッ
シ
の
デ
ー
タ
に
は
、
学
校
設
立
の
推
進
主
体
が

明
ら
か
に
さ
れ
な
い
と
い
う
憾
み
が
あ
る
。
彼
の
研
究
の
主
眼
が
識

字
率
を
は
じ
め
と
す
る
教
育
発
展
の
成
果
の
検
証
に
あ
る
た
め
、
誰

が
ど
の
よ
う
な
意
図
を
持
っ
て
教
育
の
拡
充
に
貢
献
し
た
の
か
と
い

う
ジ
ョ
ー
ダ
ン
に
あ
っ
た
視
点
が
抜
け
落
ち
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

こ
れ
ら
研
究
史
上
の
課
題
を
踏
ま
え
、
本
論
文
で
は
一
五
〇
一
年

か
ら
一
六
六
〇
年
ま
で
の
グ
ラ
マ
・
ス
ク
ー
ル
設
立
の
動
向
を
再
検
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討
す
る
。
チ
ャ
ン
ト
リ
解
散
法
の
影
響
が
問
題
と
さ
れ
て
き
た
エ
ド

ワ
ー
ド
六
世
期
、「
教
育
革
命
」
の
時
代
と
し
て
主
張
さ
れ
た
エ
リ

ザ
ベ
ス
、
初
期
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
朝
期
と
そ
の
前
後
の
時
代
の
変
化
、

連
続
性
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
さ
ら
に
設
立
の
原
動
力
と
な
っ
た
社

会
層
と
彼
ら
が
抱
い
て
い
た
意
図
に
つ
い
て
解
明
す
る
こ
と
を
目
指

す
。
第
一
章
で
は
ま
ず
、
当
該
期
の
一
〇
年
ご
と
の
学
校
設
立
数
と

閉
鎖
や
再
設
立
を
含
め
た
累
積
の
学
校
数
、
地
理
的
な
展
開
を
検
証

す
る
。
ま
た
各
社
会
層
が
設
立
に
ど
の
程
度
寄
与
し
た
の
か
、
そ
の

時
系
列
的
変
化
を
分
析
す
る
。
第
二
章
で
は
、
学
校
設
立
の
主
要

な
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
で
あ
る
王
権
と
都
市
民
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

思
惑
で
設
立
を
行
っ
た
の
か
を
論
じ
る
。
後
者
に
つ
い
て
、
学
校
設

立
も
含
め
た
都
市
民
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
の
動
機
に
つ
い
て
概
観
す

る
。
第
三
章
で
は
、
ロ
ン
ド
ン
市
民
の
寡
婦
、
ア
リ
ス
・
オ
ー
ウ
ェ

ン
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
と
学
校
設
立
の
事
例
を
分
析
す
る
。
ア
リ
ス

の
学
校
設
立
に
つ
い
て
の
思
惑
を
解
明
す
る
と
と
も
に
、
ア
リ
ス
の

事
例
を
通
じ
て
都
市
民
に
よ
る
学
校
設
立
が
持
っ
て
い
た
特
徴
を
検

討
し
た
い
。

　

史
料
と
し
て
、
ク
レ
ッ
シ
の
用
い
た
一
八
六
七―

八
年
の
学
校
調

査
委
員
会
報
告（
（（
（

に
加
え
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア･

カ
ウ
ン
テ
ィ･

ヒ
ス
ト

リ（
（（
（

、
個
別
の
学
校
史（
（（
（

、
そ
の
ほ
か
い
く
つ
か
の
先
行
研
究（
（（
（

を
参
照
し
、

年
号
等
の
情
報
が
食
い
違
う
場
合
は
よ
り
新
し
い
文
献
の
も
の
を
採

用
し
た
。
ア
リ
ス
・
オ
ー
ウ
ェ
ン
の
贈
与
に
つ
い
て
は
、
カ
ン
タ
ベ

リ
大
主
教
管
区
裁
判
所
検
認
の
遺
言
書
、
そ
し
て
学
校
と
救
貧
院
の

信
託
先
と
な
っ
た
ロ
ン
ド
ン
醸
造
屋
カ
ン
パ
ニ
の
史
料（
（（
（

を
用
い
る
。

　

具
体
的
な
分
析
に
入
る
前
に
、
本
稿
で
議
論
す
る
対
象
を
明
確
に

す
る
た
め
、
こ
こ
で
同
時
代
の
学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
概
観
し
た

い
。
当
該
期
の
学
校
は
大
別
し
て
基
金
立
学
校
と
そ
れ
以
外
の
私
塾

に
分
け
ら
れ
る
。基
金
立
学
校
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、

学
校
の
使
用
目
的
の
た
め
に
永
続
的
に
敷
地
、
建
物
が
供
与
さ
れ
、

贈
与
さ
れ
た
基
本
財
産
か
ら
得
ら
れ
る
収
入
、
多
く
は
地
代
を
財
源

に
維
持
、
運
営
が
な
さ
れ
て
い
た（
（（
（

。
基
本
財
産
を
信
託
さ
れ
学
校
の

維
持
、
管
理
に
当
た
っ
た
の
は
大
聖
堂
、
修
道
院
、
チ
ャ
ン
ト
リ
な

ど
の
宗
教
施
設
や
ギ
ル
ド
、
都
市
自
治
体
な
ど
世
俗
の
団
体
、
あ
る

い
は
設
立
者
に
よ
り
任
命
さ
れ
た
管
財
人
に
よ
る
も
の
な
ど
様
々
で

あ
っ
た（
（（
（

。
基
本
財
産
の
収
入
か
ら
教
師
の
給
与
が
一
定
額
支
払
わ
れ

る
た
め
し
ば
し
ば
フ
リ
ー
・
ス
ク
ー
ル
と
呼
ば
れ
、
決
め
ら
れ
た
人

数
の
学
生
か
ら
は
授
業
料
を
徴
収
し
な
い
こ
と
が
通
例
だ
っ
た
が
、

一
部
学
校
で
は
教
科
書
代
な
ど
の
形
で
そ
う
し
た
学
生
に
も
負
担
を

求
め
る
場
合
が
あ
っ
た（
（（
（

。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
ラ
テ
ン
語
の
教
育
が
基

本
と
な
る
が
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
綴
り
方
や
英
語
の
基
本
的
な
読

み
書
き
、
算
術
、
歌
な
ど
を
合
わ
せ
て
教
え
た
り
、
あ
る
い
は
ラ
テ

ン
語
は
全
く
教
え
ず
、
初
歩
だ
け
の
学
校
も
あ
っ
た（
（（
（

。
学
校
の
呼
称

に
グ
ラ
マ
が
入
っ
て
い
な
い
例
も
あ
る
が
、
本
論
文
で
は
設
立
者
の

規
定
で
ラ
テ
ン
語
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
全
て
の
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学
校
を
グ
ラ
マ
・
ス
ク
ー
ル
と
呼
ぶ
。
現
職
教
師
ジ
ョ
ン
・
ブ
リ
ン

ズ
リ
が
一
六
一
二
年
に
現
実
と
の
差
を
嘆
い
た
よ
う
に
、
理
論
上
は

グ
ラ
マ
・
ス
ク
ー
ル
は
ラ
テ
ン
語
を
教
育
し
大
学
へ
の
進
学
の
準
備

を
さ
せ
る
場
所
と
考
え
ら
れ
て
い
た（
（（
（

。

　

一
方
、
私
塾
は
教
育
の
対
価
に
授
業
料
を
取
っ
て
成
り
立
つ
も
の

で
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
教
師
の
能
力
と
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て

Ａ
Ｂ
Ｃ
か
ら
ラ
テ
ン
語
、
算
術
、
外
国
語
な
ど
様
々
に
な
り
得
た
。

特
定
の
教
室
を
持
た
ず
、
別
の
仕
事
の
片
手
間
に
行
わ
れ
る
こ
と
も

し
ば
し
ば
で
あ
っ
た（
（（
（

。

　

こ
こ
ま
で
同
時
代
の
学
校
の
あ
り
方
を
概
観
し
た
が
、
私
塾
は
そ

の
性
質
上
設
立
や
閉
鎖
の
時
点
が
不
明
な
こ
と
が
多
く
、
ま
た
ラ
テ

ン
語
以
外
の
科
目
を
教
え
る
学
校
は
当
局
の
監
視
か
ら
漏
れ
記
録
に

残
ら
な
い
傾
向
が
強
い（
（（
（

。
長
期
の
時
系
列
分
析
を
行
う
と
い
う
目
的

に
照
ら
し
、
高
確
度
で
存
在
時
期
が
確
定
で
き
る
と
い
う
点
を
重
視

し
て
、
本
稿
で
は
基
金
立
の
グ
ラ
マ･

ス
ク
ー
ル
に
分
析
対
象
を
限

定
す
る
。
す
な
わ
ち
以
下
で
示
さ
れ
る
学
校
数
は
控
え
目
な
、
考
え

得
る
最
小
限
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
一
、
グ
ラ
マ
・
ス
ク
ー
ル
設
立
の
動
向

一　

時
系
列
的
・
地
理
的
展
開

　

一
五
〇
一
年
か
ら
一
六
六
〇
年
の
間
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
ー

ル
ズ
で
は
三
〇
八
の
グ
ラ
マ
・
ス
ク
ー
ル
の
設
立
ま
た
は
再
設
立
が

確
認
で
き
る
。
一
五
〇
〇
年
以
前
に
設
立
さ
れ
、
当
該
期
に
存
続
、

あ
る
い
は
閉
鎖
の
時
点
が
確
認
で
き
る
グ
ラ
マ･

ス
ク
ー
ル
の
数
は

五
一
校
あ
る
。
閉
鎖
さ
れ
そ
の
後
の
再
設
立
も
さ
れ
な
か
っ
た
の
は

二
二
校
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、一
六
六
〇
年
時
点
の
グ
ラ
マ･

ス
ク
ー

ル
の
数
は
累
計
で
三
三
七
校
に
の
ぼ
っ
た
。【
表
一
】
は
一
五
〇
一

年
か
ら
一
六
六
〇
年
ま
で
の
一
〇
年
ご
と
の
学
校
数
の
総
計
と
、
学

校
設
立
数
の
推
移
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
該
期
間
中
の
学
校
数

が
着
実
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
は
一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
る
が
、
例

外
は
一
五
三
一
年
か
ら
一
五
五
〇
年
ま
で
の
二
〇
年
間
で
あ
る
。
原

因
は
一
五
三
〇
年
代
後
半
の
修
道
院
解
散
、
そ
し
て
一
五
四
〇
年
代

後
半
の
チ
ャ
ン
ト
リ
や
フ
ラ
タ
ニ
テ
ィ
の
解
散
に
伴
う
学
校
閉
鎖
に

求
め
ら
れ
よ
う（
（（
（

。
一
五
四
一
年
か
ら
一
五
五
〇
年
の
間
に
は
実
に

一
六
の
グ
ラ
マ･

ス
ク
ー
ル
が
閉
鎖
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
と

り
わ
け
後
者
の
影
響
は
大
き
か
っ
た
と
言
え
る
。
た
だ
同
時
期
に
は

学
校
の
設
立
数
も
二
五
を
数
え
、
閉
鎖
分
を
埋
め
合
わ
せ
て
い
る
こ

と
に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
次
の
二
〇
年
間
は
、
最
も
グ
ラ
マ･

ス
ク
ー
ル
の
設
立
が
な
さ
れ
た
期
間
で
あ
る
。
設
立
数
は
一
五
五
一

年
か
ら
一
五
六
〇
年
に
五
〇
、一
五
六
一
年
か
ら
一
五
七
〇
年
に
か

け
て
は
三
一
で
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
期
間
中
の
一
位
と
二
位
を
記
録
し

て
い
る
。
こ
の
時
期
は
新
設
に
留
ま
ら
ず
、
修
道
院
、
チ
ャ
ン
ト
リ
、

フ
ラ
タ
ニ
テ
ィ
解
散
に
よ
っ
て
閉
鎖
に
追
い
込
ま
れ
た
学
校
の
再
設
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立
が
そ
れ
ぞ
れ
九
校
、
二
校
と
目
立
つ
の
も
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
後

一
六
三
〇
年
に
至
る
ま
で
、
一
〇
年
ご
と
の
グ
ラ
マ･

ス
ク
ー
ル
の

新
設
数
は
一
〇
を
下
回
る
こ
と
は
な
く
、
中
で
も
一
六
一
一
年
か
ら

一
六
二
〇
年
に
は
二
八
校
が
設
立
さ
れ
、第
二
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。

一
六
三
〇
年
以
降
、
ペ
ー
ス
は
緩
や
か
に
な
る
も
の
の
、
一
六
六
〇

年
に
至
る
ま
で
学
校
数
は
増
加
を
続
け
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
分
析
か
ら
、
さ
し
あ
た
り
以
下
の
三
点
が
指
摘
で
き

る
で
あ
ろ
う
。
第
一
に
、
宗
教
改
革
に
伴
う
と
り
な
し
の
施
設
、
と

り
わ
け
チ
ャ
ン
ト
リ
と
フ
ラ
タ
ニ
テ
ィ
の
解
散
は
少
な
く
な
い
数
の

学
校
の
閉
鎖
と
い
う
形
で
教
育
の
供
給
に
短
期
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与

え
た
が
、
同
時
期
、
そ
し
て
そ
の
後
の
二
〇
年
間
の
再
設
立
も
含
め

た
学
校
設
立
の
ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
埋
め
合
わ
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
。

第
二
に
エ
リ
ザ
ベ
ス
治
世
、
初
期
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
朝
期
を
通
じ
て
学

校
数
は
一
貫
し
て
増
加
す
る
が
、
そ
の
動
向
は
平
坦
な
も
の
で
は
な

く
一
六
一
一
年
か
ら
の
一
〇
年
間
に
二
度
目
の
設
立
の
ピ
ー
ク
を
迎

え
た
こ
と
。
第
三
に
一
五
〇
〇
年
以
前
に
設
立
が
確
認
で
き
る
グ
ラ

マ･

ス
ク
ー
ル
は
五
一
校
と
無
視
で
き
な
い
多
さ
で
あ
る
が
、
一

方
で
一
五
五
一
年
か
ら
一
五
六
〇
年
に
か
け
て
の
わ
ず
か
一
〇
年
間

の
設
立
数
が
五
〇
で
あ
る
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
六
世
紀
後

半
か
ら
一
七
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
教
育
施
設
の
拡
充
は
、
量
的
に

そ
れ
以
前
の
時
代
と
は
異
な
っ
た
ペ
ー
ス
で
進
展
を
し
た
こ
と
で
あ

る
。

1501 1660

10 11 12 13
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次
に
、
こ
う
し
た
グ
ラ
マ･

ス
ク
ー
ル
の
設
立
が

地
理
的
に
ど
の
よ
う
な
展
開
を
し
た
の
か
検
討
し
た

い
。【
表
二
】
は
グ
ラ
マ･

ス
ク
ー
ル
の
地
域
別
の

設
立
数
と
全
体
に
占
め
る
割
合
、
そ
の
一
〇
年
ご
と

の
動
向
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
を
含
め

た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
東
部
は
一
五
〇
〇
年
以
前
に
お

い
て
も
、
ま
た
本
稿
の
分
析
時
期
を
通
じ
て
も
高
い

割
合
を
維
持
し
て
い
る
。
一
六
世
紀
に
な
り
本
格
化

し
た
北
部
で
の
学
校
設
立
は
分
析
時
期
を
通
じ
て
お

お
む
ね
活
発
で
あ
り
、
一
六
六
〇
年
時
点
で
南
東
部

に
比
肩
す
る
校
数
と
な
っ
た
。
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
、
南

西
部
で
の
学
校
設
立
数
は
他
地
域
に
比
べ
低
い
割

合
で
推
移
す
る
が
、
前
者
は
一
六
世
紀
後
半
、
後
者

は
一
六
世
紀
中
葉
に
設
立
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
西

部
は
一
七
世
紀
に
入
っ
て
の
設
立
の
多
さ
が
特
徴
的

で
、
一
六
六
〇
年
時
点
で
南
東
部
、
北
部
に
次
ぐ

校
数
と
な
っ
た
。
対
照
的
に
東
部
は
一
六
世
紀
前
半

ま
で
の
設
立
数
が
二
四
校
と
一
六
世
紀
後
半
以
降
の

設
立
数
を
上
回
る
唯
一
の
地
域
で
あ
る
。
他
地
域

で
の
一
六
世
紀
後
半
以
降
の
学
校
設
立
増
の
結
果

一
六
六
〇
年
の
校
数
は
、
南
西
部
に
依
然
勝
る
も
の

の
、一
五
〇
〇
年
の
時
点
で
は
拮
抗
し
て
い
た
西
部
、

*
Lon

Pre-1500 51 2 10 24 10 20 6 12 5 10 10 20 8 16 0 0
1501-10 15 0 3 20 4 27 2 13 1 7 1 7 4 27 0 0
1511-20 11 0 3 27 1 9 1 9 1 9 2 18 3 27 0 0
1521-30 26 2 6 31 1 4 0 0 2 8 5 19 10 38 0 0
1531-40 7 2 0 29 2 29 1 14 1 14 1 14 0 0 0 0
1541-50 25 0 2 8 6 24 3 12 4 16 4 16 5 20 1 4
1551-60 50 5 10 30 6 12 6 12 5 10 9 18 9 18 0 0
1561-70 31 2 4 19 4 13 3 10 3 10 3 10 10 32 2 6
1571-80 18 1 6 39 1 6 5 28 0 0 1 6 3 17 1 6
1581-90 15 0 5 33 1 7 4 27 0 0 1 7 4 27 0 0
1591-1600 20 1 2 15 1 5 3 15 1 5 5 25 6 30 1 5
1601-10 12 0 2 17 1 8 1 8 1 8 1 8 5 42 1 8
1611-20 28 5 6 39 1 4 1 4 0 0 4 14 10 36 1 4
1621-30 17 1 3 24 1 6 3 18 3 18 5 29 1 6 0 0
1631-40 9 0 3 33 0 0 0 0 1 11 3 33 1 11 1 11
1641-50 11 0 3 27 1 9 1 9 0 0 2 18 4 36 0 0
1651-60 13 0 3 23 0 0 0 0 2 15 3 23 4 31 1 8

359 21 71 26 41 11 40 11 30 8 60 17 87 24 9 3

Lon

(Rappaport, Worlds , pp. 78-79. 10 11 12 13 )
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北
部
に
水
を
開
け
ら
れ
た
。
併
合
前
に
は
継
続
的
な
グ
ラ
マ･

ス

ク
ー
ル
の
存
在
が
確
認
で
き
な
い
ウ
ェ
ー
ル
ズ
諸
州（
（（
（

に
お
い
て
は
、

相
対
的
な
割
合
は
少
な
い
も
の
の
散
発
的
な
設
立
に
よ
っ
て
徐
々
に

校
数
が
増
加
し
た
。

　

こ
こ
ま
で
の
分
析
か
ら
グ
ラ
マ･

ス
ク
ー
ル
設
立
の
地
域
的
動
向

は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
一
五
世
紀
ま
で
に
一
定
の
学
校

供
給
が
あ
っ
た
人
口
の
多
い
ロ
ン
ド
ン
、
ノ
リ
ッ
ジ
、
ブ
リ
ス
ト
ル（
（（
（

を
擁
す
る
南
東
部
、
東
部
、
西
部
の
う
ち
、
南
東
部
で
は
当
該
期
を

通
じ
て
多
数
の
グ
ラ
マ･

ス
ク
ー
ル
設
立
が
行
わ
れ
る
一
方
、
東

部
に
お
け
る
学
校
設
立
の
ペ
ー
ス
は
他
地
域
で
の
そ
れ
が
活
発
に
な

る
一
六
世
紀
後
半
以
降
緩
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
か
ら

比
較
的
距
離
の
離
れ
た
地
域
に
お
い
て
も
、
北
部
で
は
当
該
期
を
通

じ
て
、
南
西
部
で
は
一
六
世
紀
中
葉
、
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
で
は
一
六
世

紀
後
半
、
西
部
で
は
一
七
世
紀
前
半
と
ピ
ー
ク
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

も
の
の
学
校
設
立
が
盛
ん
に
な
さ
れ
、
一
五
〇
〇
年
時
点
で
遅
れ
を

と
っ
て
い
た
東
部
に
迫
る
、
あ
る
い
は
そ
れ
よ
り
多
く
の
学
校
が
存

在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
一
六
世
紀
後
半
か
ら
一
七

世
紀
前
半
の
教
育
施
設
の
拡
充
は
、
そ
れ
ま
で
学
校
の
比
較
的
少
な

か
っ
た
地
域
に
お
け
る
学
校
設
立
を
伴
い
、
そ
の
結
果
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
の
各
地
に
一
定
数
の
グ
ラ
マ･

ス
ク
ー
ル
が
あ
る
状
況
を
創
出
し

た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

Pre-1500 51 1 2 1 2 12 24 4 8 1 2 32 63
1501-10 15 0 0 0 0 1 7 5 33 1 7 8 53
1511-20 11 0 0 2 18 2 18 1 9 0 0 6 55
1521-30 26 0 0 1 4 7 27 2 8 1 4 15 58
1531-40 7 0 0 1 14 1 14 4 57 0 0 1 14
1541-50 25 10 40 2 8 4 16 2 8 1 4 6 24
1551-60 50 23 46 2 4 4 8 10 20 3 6 8 16
1561-70 31 11 35 4 13 4 13 6 19 4 13 2 6
1571-80 18 4 22 4 22 0 0 4 22 1 6 5 28
1581-90 15 3 20 2 13 4 27 4 27 0 0 2 13
1591-00 20 2 10 3 15 2 10 9 45 0 0 4 20
1601-10 12 2 17 0 0 0 0 4 33 2 17 4 33
1611-20 28 1 4 5 18 3 11 12 43 1 4 6 21
1621-30 17 0 0 5 29 6 35 2 12 0 0 4 24
1631-40 9 1 11 2 22 1 11 2 22 1 11 2 22
1641-50 11 0 0 0 0 3 27 2 18 2 18 4 36
1651-60 13 0 0 2 15 1 8 7 54 0 0 3 23

359 58 16 36 10 55 15 80 22 18 5 112 31
10 11 12 13
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二　

学
校
設
立
者
の
社
会
層
と
そ
の
変
化

　

こ
う
し
た
グ
ラ
マ･

ス
ク
ー
ル
の
設
立
は
誰
が
行
っ
て
い
た
の

か
。【
表
三
】
は
、
本
稿
の
分
析
対
象
で
あ
る
一
六
六
〇
年
以
前
に

設
立
さ
れ
た
三
五
九
の
グ
ラ
マ･

ス
ク
ー
ル
を
設
立
者
の
種
別
に
分

類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
一
〇
年
ご
と
の
設
立
数
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
右
端
の
項
目
で
「
不
明
」
と
し
た
計
一
一
一
校
に
つ
い
て
は
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
設
立
者
の
素
性
の
分
か
ら
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
異

な
る
複
数
の
設
立
者
が
い
る
た
め
分
類
不
可
能
な
も
の
も
少
数
含
ま

れ
る
。
分
類
は
簡
易
的
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
一
見
し
て
い
く
つ
か

の
傾
向
が
明
ら
か
と
な
る
。
ま
ず
領
主
層
、
聖
職
者
と
も
に
設
立
数

は
相
対
的
に
少
な
い
も
の
の
、
一
五
〇
〇
年
か
ら
一
六
六
〇
年
を
通

じ
て
一
定
の
貢
献
を
し
て
い
る
。
加
え
て
、
聖
職
者
に
よ
る
学
校
設

立
は
、
一
五
五
〇
年
以
前
ま
で
で
二
七
と
合
計
の
設
立
数
の
半
数
近

く
に
上
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
司
（
主
）
教
に
よ
る
も
の
が
多
数

を
占
め
る
が
、
修
道
院
長
な
ど
宗
教
改
革
前
特
有
の
設
立
者
も
散
見

さ
れ
る（
（（
（

。

　

次
に
明
ら
か
な
の
は
、
先
に
分
析
し
た
一
六
世
紀
中
葉
の
学
校
設

立
の
ブ
ー
ム
を
創
出
し
た
の
が
王
権
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

設
立
者
の
素
性
を
明
ら
か
に
す
る
の
が
容
易
で
あ
る
点
を
割
り
引
い

て
も
、
一
五
四
一
年
か
ら
の
三
〇
年
間
で
四
四
校
、
実
に
同
時
期
の

設
立
の
四
割
以
上
を
占
め
て
い
る
。
う
ち
九
校
は
再
設
立
で
、
そ

の
ほ
か
管
見
の
限
り
少
な
く
と
も
一
五
校
は
教
会
の
没
収
財
産
を
転

用
、
充
当
し
た
も
の
で
あ
る
。
治
世
別
の
設
立
数
は
、
テ
ュ
ー
ダ
朝

の
諸
王
が
ヘ
ン
リ
八
世
が
五
、
エ
ド
ワ
ー
ド
六
世
が
一
八
、
メ
ア
リ

が
七
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
が
二
三
で
、
研
究
史
上
議
論
の
的
と
な
っ
た
エ

ド
ワ
ー
ド
六
世
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
の
メ
ア
リ
や
エ
リ
ザ
ベ
ス
も

少
な
か
ら
ず
関
与
し
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
た
だ
表
か
ら
も
明
ら

か
な
よ
う
に
、
王
権
に
よ
る
学
校
設
立
は
一
六
世
紀
中
葉
に
集
中
し

て
い
る
。
他
方
、
一
七
世
紀
の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
や
チ
ャ
ー
ル
ズ
に
よ
る

設
立
は
そ
れ
ぞ
れ
三
、一
を
数
え
る
の
み
で
あ
っ
た
。

　

王
権
に
よ
る
設
立
が
急
激
に
萎
む
一
方
、
代
わ
っ
て
学
校
設
立
を

牽
引
し
た
の
は
都
市
民
で
あ
る
。
一
六
世
紀
後
半
以
降
都
市
民
に

よ
る
設
立
数
は
増
加
し
、
一
七
世
紀
に
迎
え
る
第
二
の
学
校
設
立
の

ピ
ー
ク
で
あ
る
一
六
一
一
年
か
ら
の
一
〇
年
間
で
は
一
二
校
と
、
同

時
期
の
設
立
数
の
四
割
以
上
を
占
め
て
い
る
。
一
六
六
〇
年
以
前
の

設
立
数
の
合
計
も
実
に
八
〇
を
数
え
、
王
権
に
よ
る
設
立
を
凌
ぎ
、

不
明
分
を
考
慮
に
入
れ
て
も
少
な
く
と
も
学
校
設
立
全
体
の
二
割
以

上
に
貢
献
し
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
一
六
世
紀
中
葉
の
爆
発
的
な
グ
ラ
マ･

ス
ク
ー
ル
設

立
に
は
王
権
が
、
一
六
世
紀
後
半
か
ら
一
七
世
紀
前
半
に
か
け
て
の

持
続
的
な
学
校
増
加
に
は
都
市
民
が
主
と
し
て
貢
献
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
で
は
両
者
が
ど
の
よ
う
な
思
惑
を
持
っ
て
学

校
設
立
を
行
っ
た
の
か
、
次
章
で
論
じ
た
い
。
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二
、
学
校
設
立
の
思
惑

　

本
稿
の
分
析
時
期
に
お
い
て
グ
ラ
マ
・
ス
ク
ー
ル
設
立
を
主
導
し

た
二
つ
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
う
ち
、
こ
こ
で
は
二
つ
の
理
由
か
ら
、

主
と
し
て
都
市
民
の
意
図
を
中
心
に
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。
第

一
の
理
由
は
、
上
の
分
析
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
王
権
は
多

分
に
教
会
没
収
財
産
を
頼
み
に
学
校
設
立
を
行
っ
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
第
二
に
、
都
市
に
設
立
さ
れ
た
場
合
、
当
該
都
市
民
の
運
動
を

王
権
が
受
け
入
れ
認
可
し
た
例
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る（
（（
（

。
し
か
し

な
が
ら
王
権
の
教
育
へ
の
関
心
が
皆
無
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ

の
点
を
ま
ず
簡
潔
に
論
じ
た
い
。

　
一　

聖
職
者
養
成

　

王
権
に
よ
る
学
校
設
立
の
ピ
ー
ク
と
な
っ
た
ミ
ッ
ド
・
テ
ュ
ー
ダ

期
に
共
通
す
る
課
題
と
し
て
、
聖
職
者
の
養
成
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま

ず
エ
ド
ワ
ー
ド
六
世
治
世
に
お
い
て
は
説
教
を
通
じ
教
区
民
の
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
教
化
が
目
指
さ
れ
た
が
、
実
際
の
教
化
を
担
う
べ
き
教

区
聖
職
者
の
多
く
が
自
ら
説
教
を
行
う
知
的
能
力
に
欠
け
て
い
る
と

い
う
状
況
で
あ
っ
た（
（（
（

。一
五
四
七
年
の
国
王
宗
教
指
令
で
は
グ
ラ
マ
・

ス
ク
ー
ル
の
な
い
大
聖
堂
に
対
し
教
師
と
助
教
を
住
居
付
き
で
雇
用

す
る
よ
う
命
じ
て
い
る（
（（
（

。

　

メ
ア
リ
治
世
に
お
い
て
も
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
再
建
と
い
う
難
題

に
取
り
組
む
た
め
に
、
能
力
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
聖
職
者
が
必
要
と

さ
れ
た
。
一
五
五
六
年
に
教
皇
使
節
レ
ジ
ナ
ル
ド
・
プ
ー
ル
が
示
し

た
教
令
で
は
、
聖
職
者
が
不
足
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
そ
の
養

成
の
た
め
各
大
聖
堂
に
グ
ラ
マ
・
ス
ク
ー
ル
兼
神
学
校
を
設
立
す
る

こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。聖
職
者
を
目
指
す
少
年
は
ま
ず
グ
ラ
マ
・

ス
ク
ー
ル
で
ラ
テ
ン
語
を
習
得
し
、
そ
の
後
大
聖
堂
で
教
義
や
戒
律

に
つ
い
て
学
ん
だ
。
聖
職
者
を
目
指
さ
な
い
者
も
グ
ラ
マ
・
ス
ク
ー

ル
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
そ
の
こ
と
で
教
会
の
流
儀
に
習
っ
た
生
き

方
や
良
い
振
る
舞
い
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た（
（（
（

。

　

エ
リ
ザ
ベ
ス
治
世
当
初
も
聖
職
者
の
欠
乏
は
深
刻
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
時
期
に
良
質
な
聖
職
者
を
求
め
て
叙
階
者
の
審
査
が
厳
格
化
さ

れ
た
。
審
査
に
お
い
て
大
卒
が
優
遇
さ
れ
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ

う
に
、
聖
職
者
に
ふ
さ
わ
し
い
人
材
と
し
て
大
学
卒
業
者
が
求
め
ら

れ
て
い
た
の
で
あ
る（
（（
（

。
ミ
ッ
ド
・
テ
ュ
ー
ダ
期
の
王
権
に
よ
る
グ
ラ

マ
・
ス
ク
ー
ル
の
設
立
は
、そ
れ
が
主
体
的
な
も
の
に
せ
よ
追
認
だ
っ

た
に
せ
よ
、
大
卒
の
人
材
で
聖
職
者
の
質
を
向
上
さ
せ
た
い
と
い

う
意
図
の
表
れ
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

も
っ
と
も
こ
の
時
期
、
大
学
に
進
ん
だ
人
間
の
ほ
と
ん
ど
は
聖
職
者

に
な
る
の
を
敬
遠
し
て
お
り
、
グ
ラ
マ
・
ス
ク
ー
ル
そ
し
て
大
学
を

経
た
人
材
の
割
合
は
増
加
傾
向
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
大
卒
者
が
大

半
の
地
域
で
多
数
派
に
な
る
の
に
は
一
七
世
紀
を
待
た
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た（
（（
（

。
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二　

背
景
と
し
て
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

　

都
市
民
が
ど
の
よ
う
な
意
図
を
持
っ
て
学
校
設
立
を
し
た
の
か
、

こ
こ
で
は
学
校
設
立
を
含
ん
だ
チ
ャ
リ
テ
ィ
全
般
の
文
脈
を
考
え
る

こ
と
で
、
学
校
設
立
の
意
図
を
析
出
す
る
一
助
と
し
た
い
。
同
時
代

の
都
市
民
が
な
ぜ
チ
ャ
リ
テ
ィ
を
行
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
い
く
つ

か
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
、
貧
困
問
題
へ
の
懸
念
が
チ
ャ

リ
テ
ィ
へ
の
出
資
を
促
し
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
大
量
の
流
入
民

に
よ
っ
て
人
口
の
爆
発
的
な
増
加
が
起
こ
っ
た
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
仕

事
に
あ
ぶ
れ
た
者
が
浮
浪
者
と
し
て
通
り
を
徘
徊
し
、
人
々
の
目
に

貧
困
問
題
の
存
在
を
印
象
付
け
る
こ
と
と
な
っ
た（
（（
（

。
ま
た
宗
教
改
革

と
そ
れ
に
伴
う
宗
教
施
設
す
な
わ
ち
修
道
院
、フ
ラ
タ
ニ
テ
ィ
、チ
ャ

ン
ト
リ
の
解
散
は
そ
れ
ま
で
貧
者
の
救
済
を
行
っ
て
い
た
枠
組
み
の

解
体
を
意
味
し
た
。
生
ま
れ
た
貧
民
救
済
の
空
隙
を
他
の
手
段
で
埋

め
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
の
で
あ
る（
（（
（

。
こ
れ
ら
構
造
的
な
問
題
に
加
え

飢
饉
、
疫
病
、
不
景
気
、
戦
争
な
ど
の
不
定
期
の
事
象
が
し
ば
し
ば

問
題
を
深
刻
化
さ
せ
、
持
て
る
者
に
持
た
ざ
る
者
へ
の
救
済
の
責
任

が
あ
る
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
た（
（（
（

。
一
六
世
紀
前
半
に
人
文
主
義
者
フ

ア
ン
・
ル
イ
ス
・
ビ
ベ
ス
が
、
貧
民
の
子
弟
に
適
切
な
教
育
を
与
え

る
こ
と
は
起
こ
り
う
る
社
会
に
対
す
る
脅
威
を
取
り
除
く
の
に
有
効

で
あ
る
と
説
い
た
際
、
彼
の
念
頭
に
あ
っ
た
の
は
こ
う
し
た
都
市
の

貧
困
問
題
の
存
在
で
あ
っ
た（
（（
（

。

　

第
二
に
、
ロ
ン
ド
ン
市
民
の
遺
言
書
の
研
究
は
、
遺
贈
の
背
景
に

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
な
志
向
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
仕
立

商
の
組
合
員
で
一
五
五
三―

四
年
に
ロ
ン
ド
ン
市
長
も
務
め
た
カ

ト
リ
ッ
ク
教
徒
の
ト
マ
ス･

ホ
ワ
イ
ト
が
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
セ
ン

ト
・
ジ
ョ
ン
ズ･

カ
レ
ッ
ジ
の
創
設
を
始
め
莫
大
な
チ
ャ
リ
テ
ィ
を

行
っ
た
こ
と
は
忘
れ
る
べ
き
で
は
な
い
が（
（（
（

、
一
方
で
多
く
の
ロ
ン
ド

ン
市
民
が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
現
世
を
軽
視
し
貧
者
を
見
捨
て
て

い
る
と
い
う
カ
ト
リ
ッ
ク
側
の
攻
撃
に
反
論
し
、
自
分
た
ち
の
信
仰

の
正
当
性
を
示
す
べ
く
チ
ャ
リ
テ
ィ
を
推
進
し
た
こ
と
も
確
か
で
あ

る
。
そ
う
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
を
通
じ
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
あ
る
い
は
国

教
会
の
現
状
に
批
判
的
な
「
信ゴ

ッ

ド

リ

仰
深
い
」
改
革
者
に
よ
る
教
化
の
一

環
と
し
て
説
教
が
遺
贈
さ
れ
、
救
貧
院
や
学
校
が
設
立
さ
れ
た
。
例

え
ば
小
間
物
商
カ
ン
パ
ニ
の
組
合
員
で
あ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ョ
ー

ン
ズ
が
一
六
一
五
年
、
未
だ
カ
ト
リ
ッ
ク
の
影
響
が
強
か
っ
た
故
郷

の
モ
ン
マ
ス
に
創
設
し
た
救
貧
院
、
グ
ラ
マ
・
ス
ク
ー
ル
、
説
教
師

職
の
複
合
チ
ャ
リ
テ
ィ
で
は
、
実
に
総
額
九
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
相
当
の

信
託
が
行
わ
れ
、
学
校
の
建
築
に
推
定
一
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
が
費
や
さ

れ
た（
（（
（

。

　

第
三
に
、「
信ゴ

ッ

ド

リ

仰
深
い
」
改
革
者
が
い
く
ら
否
定
し
て
い
た
と
は

い
え
、
カ
ト
リ
ッ
ク
的
な
積
善
に
よ
る
死
後
救
済
の
観
念
は
俗
人
の

間
で
完
全
に
消
滅
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
天

国
へ
の
切
符
を
得
る
た
め
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
を
行
う
者
も
い
た
で
あ
ろ

う（
（（
（

。
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第
四
に
、
名
を
後
世
に
残
し
た
い
、
顕
彰
の
対
象
と
な
る
よ
う
な

集
団
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
た
い
と
い
う
贈
与
者
の
功
名
心
が
挙
げ

ら
れ
る
。
中
世
来
の
故
人
追
悼
の
場
で
あ
っ
た
チ
ャ
ン
ト
リ
や
フ
ラ

タ
ニ
テ
ィ
が
解
散
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
一
方
、
個
人
や
集
団
の
記
憶

の
定
着
を
意
図
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
は
宗
教
改
革
を
生
き
延
び
、
引
き

続
き
行
わ
れ
た（
（（
（

。

　

第
五
に
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
は
社
会
的
な
紐
帯
を
強
め
る
と
同
時
に
既

存
の
経
済
的
社
会
的
ヒ
エ
ラ
ル
キ
を
正
当
化
す
る
手
段
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
チ
ャ
リ
テ
ィ
は
パ
ト
ロ
ネ
ジ
を
円
滑
に
運
用
す
る
通

貨
の
役
割
を
果
た
し
、
し
ば
し
ば
与
え
手
と
受
け
手
の
間
に
親
密
な

関
係
を
作
り
出
し
強
化
し
た
。
一
方
で
、
教
区
教
会
を
介
し
た
チ
ャ

リ
テ
ィ
の
分
与
の
際
に
受
け
手
に
儀
式
化
し
た
服
従
の
姿
勢
が
強
要

さ
れ
た
よ
う
に
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
に
は
既
存
の
社
会
構
造
を
強
化
す
る

効
果
も
あ
る
。
こ
の
場
合
は
教
区
エ
リ
ー
ト
に
よ
っ
て
平
教
区
民
へ

の
支
配
を
正
当
化
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
が
用
い
ら

れ
た
と
言
え
よ
う（
（（
（

。
さ
ら
に
ト
マ
ス
・
ホ
ワ
イ
ト
を
始
め
と
す
る
ロ

ン
ド
ン
商
人
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
と
死
後
の
顕
彰
の
背
景
に
、
金
儲
け
や

富
を
正
当
化
す
る
動
機
を
指
摘
す
る
研
究
も
あ
る（
（（
（

。
こ
の
よ
う
に
政

治
的
、
社
会
的
関
係
ば
か
り
で
な
く
、
経
済
的
な
格
差
を
正
当
化
す

る
た
め
に
も
チ
ャ
リ
テ
ィ
は
用
い
ら
れ
た
。

　

以
上
に
挙
げ
た
様
々
な
動
機
が
、
時
に
複
合
し
つ
つ
都
市
に
住
む

人
々
を
チ
ャ
リ
テ
ィ
へ
と
駆
り
立
て
る
こ
と
に
な
り
、
一
部
の
資
源

は
学
校
設
立
に
振
り
向
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。こ
れ
を
踏
ま
え
、

次
章
で
は
具
体
的
な
事
例
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

　
三
、
ア
リ
ス
・
オ
ー
ウ
ェ
ン
の
贈
与
と
学
校
設
立

　

本
章
で
は
第
一
章
で
明
ら
か
に
し
た
都
市
民
に
よ
る
グ
ラ
マ
・
ス

ク
ー
ル
設
立
の
ピ
ー
ク
期
、
一
六
一
一―

二
〇
年
に
設
立
さ
れ
た
学

校
の
中
か
ら
ロ
ン
ド
ン
市
民
の
寡
婦
ア
リ
ス
・
オ
ー
ウ
ェ
ン
に
よ
る

一
六
一
二
年
頃
の
設
立
事
例
を
検
討
す
る
。
ア
リ
ス
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

の
実
態
と
学
校
設
立
の
思
惑
、
位
置
付
け
を
分
析
し
、
そ
れ
に
よ
っ

て
同
時
代
の
都
市
民
に
よ
る
学
校
設
立
の
特
徴
を
析
出
し
て
い
き
た

い
。

一　

ア
リ
ス
・
オ
ー
ウ
ェ
ン
の
学
校
設
立

　

ア
リ
ス
は
一
五
四
七
年
に
ロ
ン
ド
ン
近
郊
の
町
イ
ズ
リ
ン
ト
ン
の

地
主
の
娘
と
し
て
生
ま
れ
、
一
五
七
〇
年
に
ロ
ン
ド
ン
の
醸
造
屋
カ

ン
パ
ニ
の
組
合
員
ヘ
ン
リ
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
と
結
婚
し
六
人
の
息
子
と

五
人
の
娘
を
も
う
け
た
。
一
五
八
五
年
に
夫
に
先
立
た
れ
た
ア
リ
ス

は
市
参
事
会
員
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
エ
ル
キ
ン
と
再
婚
し
一
人
の
娘
を
も

う
け
る
が
、
一
五
九
三
年
に
再
び
夫
と
死
別
す
る
。
そ
の
後
再
婚
し

た
三
番
目
の
夫
、人
民
間
訴
訟
裁
判
所
の
裁
判
官
ト
マ
ス
・
オ
ー
ウ
ェ

ン
と
も
一
五
九
八
年
に
死
別
し
た
。
三
人
の
夫
か
ら
の
遺
産
に
よ
り
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手
元
に
残
さ
れ
た
潤
沢
な
富
を
、
ア
リ
ス
は
【
表
四
】
に
ま
と
め
た

よ
う
に
様
々
な
チ
ャ
リ
テ
ィ
に
振
り
向
け
て
い
く（
（（
（

。

　

ま
ず
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
一
〇
〇
ポ
ン
ド
、
一
五
九
八
年
に

は
ロ
ン
ド
ン
市
当
局
運
営
の
孤
児
院
、
グ
ラ
マ
・
ス
ク
ー
ル
、
救
貧

組
織
の
複
合
体
で
あ
る
ク
ラ
イ
ス
ツ
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
に
六
〇
ポ
ン
ド

を
生
前
贈
与
し
た
。
続
い
て
一
六
〇
八
年
に
土
地
取
得
の
た
め
の
特

許
状
を
獲
得
し
、
翌
年
イ
ズ
リ
ン
ト
ン
と
ク
ラ
ー
ク
ン
ウ
ェ
ル
両
教

区
に
ま
た
が
る
一
一
エ
ー
カ
の
土
地
を
購
入
し
、
イ
ズ
リ
ン
ト
ン
の

寡
婦
一
〇
人
を
収
容
す
る
た
め
の
救
貧
院
を
建
て
た
。
こ
の
過
程
で

推
定
総
額
六
〇
〇
ポ
ン
ド
を
費
や
し
て
い
る
。
救
貧
院
の
永
続
的
な

維
持
の
た
め
最
初
の
夫
が
所
属
し
て
い
た
醸
造
屋
カ
ン
パ
ニ
に
計

五
四
〇
ポ
ン
ド
を
信
託
し
た
。
一
六
一
〇
年
ア
リ
ス
は
新
た
な
特
許

状
を
獲
得
し
、
推
定
一
五
〇
ポ
ン
ド
を
費
や
し
て
、
救
貧
院
の
隣
に

礼
拝
堂
と
学
校
、
チ
ャ
プ
レ
ン
兼
教
師
の
住
居
を
建
て
る
こ
と
を
決

め
る
。
設
立
し
た
学
校
を
醸
造
屋
カ
ン
パ
ニ
に
信
託
し
、
ア
リ
ス
は

一
六
一
三
年
に
世
を
去
っ
た（
（（
（

。

　

同
年
に
検
認
さ
れ
た
ア
リ
ス
の
遺
言
書
で
指
定
さ
れ
た
贈
与
に
は

身
内
に
対
す
る
も
の
と
そ
れ
以
外
の
も
の
に
大
別
で
き
る
。
身
内
向

け
の
贈
与
は
存
命
の
息
子
、
娘
、
孫
、
親
戚
へ
の
現
金
の
譲
渡
に
加

え
、
収
納
箱
に
入
っ
た
衣
類
や
ア
ク
セ
サ
リ
の
形
見
分
け
が
含
ま
れ

る
。
使
用
人
も
贈
与
の
対
象
と
な
り
、
特
に
身
の
回
り
を
世
話
し
て

い
た
で
あ
ろ
う
メ
イ
ド
、
台
所
の
女
中
へ
の
ガ
ウ
ン
や
ペ
テ
ィ
コ
ー

ト
の
形
見
分
け
は
、
前
述
し
た
親
密
な
関
係
で
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル

な
チ
ャ
リ
テ
ィ
の
あ
り
方
が
看
取
で
き
よ
う（
（（
（

。

　

身
内
以
外
の
個
人
へ
は
例
え
ば
、
六
〇
人
う
ち
二
〇
人
は
イ
ズ
リ

ン
ト
ン
の
貧
し
い
女
性
へ
の
、
恐
ら
く
葬
列
参
加
時
の
ガ
ウ
ン
の

支
給（
（（
（

、
ア
リ
ス
が
任
命
し
た
イ
ズ
リ
ン
ト
ン
の
学
校
教
師
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
レ
ス
ク
へ
の
五
ポ
ン
ド
の
贈
与
、
ロ
ン
ド
ン
市
内
の
四
つ
の
監

獄
・
債
務
者
監
獄
に
収
監
さ
れ
た
貧
し
い
囚
人
へ
の
計
八
ポ
ン
ド
の

贈
与
な
ど
が
指
示
さ
れ
た（
（（
（

。
そ
の
ほ
か
、
遺
言
執
行
人
、
監
督
者
が

必
要
性
を
認
め
た
一
〇
人
の
「
信ゴ

ッ

ド

リ

仰
深
い
」
学
識
あ
る
説
教
師
に
合

計
二
〇
ポ
ン
ド
を
支
給
す
る
よ
う
命
じ
て
い
る（
（（
（

。

　

組
織
向
け
に
は
ま
ず
教
区
に
対
す
る
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ア

リ
ス
が
居
住
し
葬
儀
を
希
望
し
た
バ
シ
シ
ョ
ウ
の
教
区
教
会
の
聖
職

者
と
教
区
委
員
に
対
し
、
教
区
内
の
貧
民
の
燃
料
支
給
の
積
立
金

と
し
て
二
〇
ポ
ン
ド
を
遺
贈
し
た（
（（
（

。
救
貧
院
と
学
校
を
信
託
し
た
醸

造
屋
カ
ン
パ
ニ
に
対
し
て
は
、
部
分
メ
ッ
キ
を
施
さ
れ
た
鉢
と
水
差

し
、ダ
マ
ス
ク
織
の
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
と
そ
れ
に
合
わ
せ
た
タ
オ
ル
、

二
四
枚
の
ナ
プ
キ
ン
を
寄
贈
し
た
。
さ
ら
に
食
事
代
と
し
て
組
合
長

と
監
事
に
対
し
二
〇
ポ
ン
ド
、
ヨ
ー
マ
ン
リ
の
監
事
に
対
し
一
〇
ポ

ン
ド
を
贈
っ
た（
（（
（

。

　

学
校
に
つ
い
て
は
娘
婿
で
あ
る
遺
言
執
行
人
に
対
し
、
教
師
の
給

与
に
地
代
収
入
を
充
当
す
る
た
め
の
土
地
の
購
入
費
用
を
遺
産
か
ら

確
保
し
て
お
く
こ
と
、
し
か
る
べ
き
土
地
が
見
つ
か
る
ま
で
年
額
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二
〇
ポ
ン
ド
の
教
師
の
給
与
を
支
払
う
こ
と
を
指
示
し
た（
（（
（

。
死
の
直

前
に
残
し
た
学
校
の
規
約
で
は
醸
造
屋
カ
ン
パ
ニ
に
対
し
、
イ
ズ
リ

ン
ト
ン
教
区
か
ら
二
四
人
、
ク
ラ
ー
ク
ン
ウ
ェ
ル
教
区
か
ら
六
人
の

計
三
〇
人
の
貧
民
の
少
年
を
選
抜
し
、「
徒
弟
修
業
に
ふ
さ
わ
し
く
、

あ
る
い
は
生
計
を
得
る
た
め
の
ほ
か
の
真
っ
当
な
道
を
進
め
る
よ

う
」
彼
ら
の
教
育
を
行
わ
せ
る
こ
と
を
命
じ
た（
（（
（

。
こ
こ
か
ら
は
上
述

し
た
ビ
ベ
ス
の
考
え
、
つ
ま
り
教
育
を
施
す
こ
と
で
生
計
の
道
を
得

さ
せ
社
会
問
題
と
な
る
貧
困
の
再
生
産
を
予
防
す
る
と
い
う
意
図
が

看
取
で
き
る
。

　

以
上
の
分
析
か
ら
、
ア
リ
ス
の
グ
ラ
マ
・
ス
ク
ー
ル
設
立
の
意
図

に
つ
い
て
次
の
こ
と
が
言
え
よ
う
。
学
校
設
立
は
ア
リ
ス
の
広
範
な

チ
ャ
リ
テ
ィ
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
先
に
設
立
さ
れ
た

救
貧
院
の
敷
地
に
学
校
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
に
も
端
的
に
表
れ
て
い

る
。
ア
リ
ス
の
身
内
以
外
向
け
の
贈
与
に
は
貧
民
、
孤
児
、
寡
婦
、

囚
人
な
ど
貧
し
い
者
に
対
す
る
救
済
を
目
的
と
し
た
も
の
が
多
く
を

占
め
て
い
た
。
学
校
規
約
の
文
言
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
学
校
の

設
立
も
貧
困
へ
の
対
処
を
狙
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

同
時
に
、
貧
困
へ
の
懸
念
が
あ
っ
て
も
学
校
教
育
へ
の
期
待
が
な

け
れ
ば
学
校
設
立
と
い
う
手
段
を
選
ば
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

実
際
、
身
内
以
外
に
向
け
ら
れ
た
贈
与
の
中
で
は
、
学
校
や
救
貧
院

の
設
立
が
他
を
圧
し
て
高
額
で
あ
る
。
一
時
金
の
支
給
と
異
な
り
学

校
は
永
続
的
な
維
持
が
期
待
さ
れ
、
そ
の
維
持
を
地
代
に
よ
っ
て
賄

う
べ
く
土
地
の
購
入
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
土
地
の
取
得
に
際
し
て

は
、
上
で
論
じ
た
よ
う
に
購
入
資
金
だ
け
で
な
く
国
王
か
ら
の
特
許

状
獲
得
の
労
を
取
る
必
要
が
あ
っ
た
。
加
え
て
建
物
の
建
設
だ
け
で

一
五
〇
ポ
ン
ド
か
か
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
ア
リ
ス
の
学
校
教
育

に
対
す
る
期
待
は
、
自
ら
の
学
校
設
立
に
先
ん
じ
て
大
学
や
ク
ラ
イ

ス
ツ
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
へ
贈
与
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
読
み
取
れ

る
が
、
教
区
教
会
な
ど
他
の
贈
与
先
の
選
択
が
あ
る
中
で
、
少
な
か

ら
ぬ
資
源
を
敢
え
て
グ
ラ
マ
・
ス
ク
ー
ル
設
立
に
投
入
し
た
こ
と
は
、

ア
リ
ス
が
そ
の
役
割
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い

る
。

　

と
こ
ろ
で
ア
リ
ス
の
学
校
は
、
前
述
の
通
り
イ
ズ
リ
ン
ト
ン
や
ク

ラ
ー
ク
ン
ウ
ェ
ル
の
子
供
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
は
彼
女
の

所
属
す
る
教
区
、
都
市
共
同
体
の
成
員
以
外
の
者
を
受
益
者
に
想
定

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
先
に
言
及
し
た
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
モ

ン
マ
ス
・
ス
ク
ー
ル
設
立
に
お
い
て
も
、
期
待
さ
れ
た
受
益
者
は
無

論
ロ
ン
ド
ン
の
子
供
で
は
な
く
地
元
の
正
し
い
信
仰
を
知
ら
な
い
と

看
做
さ
れ
た
子
供
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
ど
の
程
度
都
市
民
は
こ
う

し
た
自
ら
の
共
同
体
外
の
人
間
の
た
め
の
学
校
設
立
を
行
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

　

次
節
で
は
、
ア
リ
ス
の
学
校
設
立
の
事
例
分
析
か
ら
明
ら
か
に

な
っ
た
こ
れ
ら
二
つ
の
特
徴
、
多
額
の
投
資
、
所
属
共
同
体
外
の
受

益
者
と
い
う
二
点
に
つ
い
て
、
同
時
代
の
都
市
民
の
学
校
設
立
に
ど
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の
程
度
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
の
か
検
討
し
た
い
。

二　

都
市
民
に
よ
る
学
校
設
立
の
特
徴

　

前
節
で
明
ら
か
に
し
た
ア
リ
ス
の
学
校
設
立
へ
の
多
額
の
資
金
投

入
は
、同
時
代
の
都
市
民
の
行
動
を
ど
の
程
度
代
表
し
て
い
る
の
か
。

ロ
ン
ド
ン
の
贈
与
者
に
つ
い
て
分
析
し
た
ジ
ョ
ー
ダ
ン
の
集
計
に
よ

れ
ば
一
四
八
〇
年
か
ら
一
六
六
〇
年
ま
で
に
行
わ
れ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ

の
総
額
の
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
を
グ
ラ
マ
・
ス
ク
ー
ル
設
立
関
連

の
投
資
が
占
め
て
い
た
。
ジ
ョ
ー
ダ
ン
の
分
類
で
は
、
救
貧
院
以
外

の
手
段
の
貧
民
へ
の
施
し
が
二
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
の
に
次
ぐ

規
模
で
あ
っ
た（
（（
（

。
教
育
関
連
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
に
は
ほ
か
に
も
大
学
へ

の
寄
付
、
奨
学
金
が
あ
り
、
ま
た
他
の
分
野
で
は
教
会
へ
の
遺
贈
、

社
会
的
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
な
ど
様
々
な
使
途
が
あ
る
中
で
、
少
な
か

ら
ぬ
割
合
の
資
源
が
グ
ラ
マ
・
ス
ク
ー
ル
設
立
に
投
入
さ
れ
た
こ
と

は
、
学
校
が
設
立
で
き
る
程
度
に
富
裕
な
当
該
期
の
ロ
ン
ド
ン
の
都

市
エ
リ
ー
ト
の
間
で
、
学
校
の
設
立
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

次
に
、
ど
の
程
度
都
市
民
は
自
ら
の
所
属
共
同
体
外
で
の
学
校
設

立
を
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。【
表
五
】
は
、
設
立
者
の
素
性
が
判

明
し
て
い
る
グ
ラ
マ
・
ス
ク
ー
ル
の
う
ち
都
市
民
に
よ
り
設
立
さ
れ

た
も
の
が
設
立
者
と
同
じ
都
市
に
あ
る
か
、
異
な
る
都
市
に
あ
る
か

で
大
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
校
数
の
動
向
を
一
〇
年
ご
と
に
示
し
た
も

Pre-1500 19 0 1 0 0 0 1 6 5 1 2 2 0 1
1501-10 7 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 4 0 1
1511-20 5 0 0 0 1 0 1 2 0 0 0 1 0 0
1521-30 11 0 0 0 0 0 1 4 3 0 0 2 0 1
1531-40 6 0 0 0 0 0 1 0 1 0 3 1 0 0
1541-50 20 0 11 0 1 0 1 3 1 0 0 2 0 1
1551-60 41 1 22 0 1 0 1 1 1 2 5 5 0 2
1561-70 26 0 11 0 2 0 2 1 2 0 2 4 0 2
1571-80 14 0 4 0 2 0 2 0 1 0 1 3 0 1
1581-90 17 0 3 0 1 1 0 4 3 1 0 4 0 0
1591-00 16 0 2 0 2 0 1 0 2 0 0 9 0 0
1601-10 7 0 2 0 0 0 0 0 0 0 1 3 0 1
1611-20 22 0 1 0 5 0 0 1 2 0 0 12 0 1
1621-30 13 0 0 0 0 1 4 3 2 1 0 2 0 0
1631-40 7 0 1 0 2 0 0 1 0 0 0 2 0 1
1641-50 6 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 2 0 1
1651-60 10 0 0 0 0 1 1 1 0 0 1 6 0 0

247 1 58 0 17 3 16 30 24 5 16 64 0 13
*

10 11 12 13
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の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
ロ
ン
ド
ン
の
仕
立
商
カ
ン
パ
ニ
に
よ
っ
て

ロ
ン
ド
ン
市
内
に
設
立
さ
れ
「
あ
ら
ゆ
る
国
の
子
供
を
分
け
隔
て
な

く
」
教
え
る
と
規
約
に
定
め
ら
れ
た
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
・
テ
イ
ラ
ー
ズ
・

ス
ク
ー
ル（
（（
（

な
ど
の
例
も
あ
る
通
り
、
必
ず
し
も
こ
の
手
法
で
設
立
者

が
属
す
る
共
同
体
外
の
利
益
に
資
す
る
学
校
を
全
て
検
出
で
き
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
一
定
の
傾
向
は
示
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
比
較
の
た

め
王
権
は
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
、
聖
職
者
は
管
轄
地
域
、
領
主
層
は

所
領
に
所
属
す
る
と
仮
定
し
、
同
一
の
管
轄
あ
る
い
は
州
に
設
立
例

が
あ
る
か
ど
う
か
判
明
す
る
限
り
で
同
様
の
分
析
を
行
っ
た
。

　

表
か
ら
は
以
下
の
特
徴
が
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
聖
職
者

の
場
合
自
ら
の
管
轄
地
域
外
に
学
校
を
設
立
す
る
例
も
一
定
数
あ
る

も
の
の
、全
体
と
し
て
は
域
内
に
設
立
す
る
例
が
多
い
。
領
主
層
は
、

所
領
が
不
明
な
件
数
が
多
い
が
、
確
認
で
き
る
も
の
に
関
し
て
は
ほ

ぼ
自
ら
の
領
内
に
学
校
を
設
置
し
て
い
る（
（（
（

。
対
照
的
な
の
は
王
権
と

都
市
民
に
よ
る
グ
ラ
マ
・
ス
ク
ー
ル
設
立
の
動
向
で
あ
る
。
前
者
に

つ
い
て
は
予
想
で
き
る
分
析
結
果
で
は
あ
る
が
、
一
五
六
〇
年
設
立

の
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
・
ス
ク
ー
ル
を
除
い
て
、
王
権
に
よ
り
グ
ラ

マ
・
ス
ク
ー
ル
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
各
地
に
創
設
さ
れ

た
。
同
様
に
都
市
民
は
、
自
都
市
内
へ
の
設
立
数
の
実
に
四
倍
の
数

を
他
地
域
に
設
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
と
地
方
都
市
の

市
民
に
よ
る
も
の
の
内
訳
を
示
し
た
【
表
六
】
を
参
照
す
れ
ば
、
そ

の
特
質
が
よ
り
明
確
に
な
る
。
す
な
わ
ち
地
方
都
市
民
は
自
都
市
内

に
学
校
を
設
立
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
活
動
は
一
六
世
紀
中
葉
ま

で
は
さ
ほ
ど
ロ
ン
ド
ン
に
劣
る
こ
と
な
く
展
開
し
た
が
、
そ
の
後
停

滞
を
迎
え
た
。
ロ
ン
ド
ン
市
民
に
よ
る
学
校
の
設
立
は
、
王
権
や
地

方
都
市
民
に
よ
る
も
の
が
下
火
に
な
る
一
五
七
〇
年
代
以
降
も
ま
す

ま
す
増
加
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ロ
ン
ド
ン
市
域
外
に
設
立
さ
れ
た

も
の
だ
っ
た
。
こ
の
点
に
関
し
、
一
五
二
八
年
か
ら
一
六
三
八
年
ま

で
の
ロ
ン
ド
ン
市
民
の
遺
言
書
の
分
析
は
、
彼
ら
の
遺
贈
の
対
象
が

隣
近
所
の
者
に
留
ま
ら
ず
、
一
六
世
紀
後
半
以
降
ま
す
ま
す
ロ
ン
ド

ン
以
外
の
貧
者
に
広
が
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（
（（
（

。
そ
う

し
た
潮
流
の
中
、
潤
沢
な
資
産
を
持
つ
ロ
ン
ド
ン
の
エ
リ
ー
ト
層
が

他
地
域
に
資
す
る
手
段
と
し
て
学
校
設
立
を
選
択
し
た
結
果
、
地
方

で
の
グ
ラ
マ
・
ス
ク
ー
ル
普
及
が
進
ん
だ
の
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

　

本
稿
の
第
一
章
で
は
一
五
〇
一
年
か
ら
一
六
六
〇
年
ま
で
の
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
お
け
る
グ
ラ
マ
・
ス
ク
ー
ル
設
立
に
つ

い
て
時
系
列
的
、
空
間
的
な
把
握
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
明
ら
か
に

な
っ
た
こ
と
は
、ま
ず
宗
教
改
革
に
伴
う
と
り
な
し
の
施
設
の
解
散
、

と
り
わ
け
一
五
四
八
年
の
チ
ャ
ン
ト
リ
解
散
法
は
少
な
く
な
い
数
の

学
校
の
閉
鎖
を
招
き
教
育
の
供
給
に
ダ
メ
ー
ジ
を
も
た
ら
し
た
。
し

か
し
同
時
期
そ
し
て
そ
の
後
の
二
〇
年
間
の
再
設
立
も
含
め
た
学
校

設
立
の
ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
影
響
は
短
期
的
な
も
の
に
留
ま
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
れ
ま
で
寄
進
を
集
め
て
い
た
施
設
が
宗
教
改
革
で
解

散
さ
れ
た
結
果
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
の
代
替
の
受
け
皿
の
一
つ
と
し
て
学

校
設
立
が
促
進
さ
れ
た
こ
と
が
時
系
列
的
に
確
認
で
き
た
と
言
え
よ

う
。

　

ま
た
一
五
世
紀
か
ら
相
当
数
の
学
校
が
存
在
す
る
一
方
、
一
六
世

紀
後
半
以
降
の
学
校
数
の
拡
充
は
そ
れ
以
前
と
は
量
的
に
異
な
っ
た

水
準
で
推
移
し
、
一
六
一
一
年
か
ら
の
一
〇
年
間
に
再
び
ピ
ー
ク
を

迎
え
た
。
地
理
的
に
は
そ
れ
ま
で
一
定
数
の
学
校
を
有
し
た
東
部
で

の
設
立
が
一
六
世
紀
半
ば
を
境
に
鈍
化
し
、
他
の
地
域
で
は
そ
れ
ぞ

れ
タ
イ
ミ
ン
グ
は
異
な
る
も
の
の
活
発
な
設
立
が
行
わ
れ
、
一
六
世

紀
後
半
以
降
の
学
校
設
立
は
結
果
と
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
全
域
に
、

よ
り
控
え
め
な
程
度
で
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
も
、
学
校
を
行
き
渡
ら
せ
る

Pre-1500 0 2 2 0
1501-10 0 4 1 0
1511-20 0 1 0 0
1521-30 0 1 0 1
1531-40 1 1 2 0
1541-50 0 2 0 0
1551-60 2 4 3 1
1561-70 0 3 2 1
1571-80 0 3 1 0
1581-90 0 4 0 0
1591-00 0 9 0 0
1601-10 0 3 1 0
1611-20 0 11 0 1
1621-30 0 2 0 0
1631-40 0 2 0 0
1641-50 0 2 0 0
1651-60 0 6 1 0

3 60 13 4
10 11 12 13
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よ
う
な
質
的
変
化
も
伴
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
そ
う

し
た
一
六
世
紀
後
半
以
降
の
学
校
の
量
的
に
も
質
的
に
も
異
な
る
拡

大
は
、
世
紀
中
葉
に
限
定
さ
れ
た
王
権
に
よ
る
爆
発
的
設
立
を
除
け

ば
、
都
市
民
に
多
く
を
負
う
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

第
二
章
で
は
、
学
校
数
の
拡
充
に
寄
与
し
た
主
要
な
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
で
あ
る
王
権
と
都
市
民
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
設
立
へ
の

思
惑
を
論
じ
た
。
学
校
設
立
を
盛
ん
に
行
っ
た
ミ
ッ
ド
・
テ
ュ
ー
ダ

期
王
権
の
共
通
課
題
は
聖
職
者
の
養
成
で
あ
っ
た
。
聖
職
者
に
ふ
さ

わ
し
い
人
材
と
し
て
大
卒
者
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
王

権
に
よ
る
グ
ラ
マ
・
ス
ク
ー
ル
の
設
立
は
将
来
の
良
質
の
聖
職
者
を

グ
ラ
マ
・
ス
ク
ー
ル
、
大
学
経
由
で
育
成
す
る
狙
い
が
あ
っ
た
と
言

え
る
だ
ろ
う
。
都
市
民
に
よ
る
学
校
設
立
を
含
ん
だ
チ
ャ
リ
テ
ィ
の

動
機
に
つ
い
て
は
、
貧
困
問
題
へ
の
懸
念
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
情

熱
、
カ
ト
リ
ッ
ク
的
積
善
、
功
名
心
、
既
存
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
の
正
当

化
な
ど
の
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
第
三
章
で
は
、
ロ
ン
ド
ン
市
民
の
寡
婦
で
あ
る
ア

リ
ス
・
オ
ー
ウ
ェ
ン
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
と
学
校
設
立
の
具
体
的
事
例
を

分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
以
下
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
ず

ア
リ
ス
の
行
っ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
の
志
向
そ
し
て
学
校
規
約
か
ら
、
貧

困
問
題
へ
の
対
処
を
狙
っ
て
学
校
の
設
立
を
行
っ
た
こ
と
が
読
み
取

れ
る
。
同
時
に
、
ア
リ
ス
の
贈
与
の
中
で
学
校
設
立
が
占
め
る
金
額

の
高
さ
を
考
慮
す
る
と
、
学
校
教
育
へ
の
期
待
か
ら
敢
え
て
学
校
設

立
を
選
択
し
た
と
言
え
る
。
ま
た
ア
リ
ス
の
学
校
設
立
は
多
額
な
だ

け
で
な
く
、
自
ら
が
所
属
す
る
共
同
体
以
外
の
子
弟
を
受
益
者
と
し

て
想
定
す
る
と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
た
。

　

こ
の
う
ち
学
校
設
立
へ
の
投
入
資
金
の
多
さ
に
つ
い
て
は
、

ジ
ョ
ー
ダ
ン
の
デ
ー
タ
か
ら
同
時
代
の
ロ
ン
ド
ン
市
民
に
共
通
し
た

特
徴
だ
と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
共
同
体
外
の
受
益
者
に
つ
い

て
は
、
学
校
の
場
所
と
設
立
者
の
居
住
地
の
異
同
の
分
析
に
よ
り
、

一
六
世
紀
後
半
以
降
の
ロ
ン
ド
ン
市
民
に
よ
る
学
校
設
立
が
圧
倒
的

に
ロ
ン
ド
ン
以
外
に
向
け
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
こ
れ
は
同
時
期
の
ロ
ン
ド
ン
市
民
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
全
般
に
も
見

ら
れ
る
特
徴
で
も
あ
っ
た
。

　

一
六
世
紀
後
半
か
ら
一
七
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
、
そ
れ
以
前
の

時
代
と
は
異
な
る
グ
ラ
マ
・
ス
ク
ー
ル
の
拡
大
と
は
、
こ
こ
ま
で
論

じ
て
き
た
よ
う
に
学
校
を
設
立
で
き
る
資
産
を
持
つ
富
裕
な
ロ
ン
ド

ン
市
民
に
よ
り
創
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
学
校
教
育

の
役
割
を
重
視
し
、
他
地
域
へ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
を
行
う
際
、
学
校
設

立
を
選
択
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
六
世
紀
後
半
か
ら
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

各
地
に
グ
ラ
マ
・
ス
ク
ー
ル
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。

　

た
だ
ロ
ン
ド
ン
市
民
に
よ
る
地
方
で
の
学
校
設
立
が
、
現
地
の
事

情
す
な
わ
ち
教
育
機
会
の
少
な
さ
を
考
慮
し
て
行
わ
れ
た
も
の
だ
っ

た
か
は
疑
わ
し
い
。
そ
れ
は
先
に
分
析
し
た
ア
リ
ス
・
オ
ー
ウ
ェ
ン
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の
学
校
も
含
め
、
設
立
者
の
出
身
地
に
学
校
が
創
設
さ
れ
る
例
が
多

い
こ
と
か
ら
も
示
唆
さ
れ
る（
（（
（

。
言
わ
ば
、
学
校
を
設
立
で
き
る
ほ

ど
の
成
功
を
ロ
ン
ド
ン
で
収
め
た
人
物
が
輩
出
す
る
と
い
う
偶
然
に

よ
っ
て
設
立
地
の
多
く
は
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
当
該

期
の
ロ
ン
ド
ン
市
民
の
出
身
地
が
全
国
に
拡
散
し
て
い
た
こ
と（
（（
（

を
踏

ま
え
れ
ば
、そ
う
し
た
偶
然
の
集
積
が
結
果
と
し
て
グ
ラ
マ
・
ス
ク
ー

ル
の
広
範
な
地
理
的
展
開
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
は
決
し
て
不
思
議
で

は
な
い
と
言
え
よ
う
。

　

こ
れ
が
さ
ら
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
生
ん
だ
の
か
、
す
な
わ
ち
全

国
的
に
普
及
し
、
そ
れ
ま
で
よ
り
多
く
の
人
間
に
利
用
機
会
を
与
え

た
で
あ
ろ
う
グ
ラ
マ
・
ス
ク
ー
ル
が
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
く

の
か
。
本
稿
で
は
設
立
者
の
視
角
か
ら
学
校
設
立
を
分
析
し
て
き
た

が
、
こ
の
新
た
な
課
題
、
学
校
の
利
用
の
諸
相
に
つ
い
て
は
別
稿
を

期
し
た
い
。
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Foundation of Grammar Schools in England and Wales, and Its 
Agents 1501-1660

SUGAHARA, Miu

 
　　　It is known that there was a remarkable augmentation of educational 
facilities in the late sixteenth and early seventeenth century England. Two 
notable attempts to estimate this development in quantitative terms have 
been made. While W. K. Jordan's calculation of the value of charities was 
later criticised for ignoring the inflation, David Cressy's reckoning could have 
overestimated the degree of development, ignoring the effect of Dissolution. 
In addition, his study lacked the perspective of by whom and by what motives 
schools were founded, which Jordan had mattered. 
　　　Based on the reflection from the historiography, first, this paper re-
examines the trend of the grammar school foundation and its cumulative 
number between 1501 and 1660. Its geographical development and the social 
status of the founders are also analysed. These observations show that the 
short-term stagnation caused by Dissolution was soon recovered by the 
boom of the foundation during the two decades after 1551, mainly led by the 
crown. While the royal efforts were active only during the mid-Tudor period, 
townspeople contributed the expansion of schools in number as well as 
geographical terms from the late sixteenth century onwards.
　　　Motives behind the active foundation varied among the benefactors. 
Citizens, almost exclusively those of London since the late sixteenth century, 
founded grammar schools as part of their charitable activities driven by 
several intertwined motivations. The study of the charity of Alice Owen, 
widow of the London citizen,  proves that her school foundation was part but 
the major one in value of her donation out of concern about the contemporary 
problem of poverty. In addition, the school foundation qualitatively differed 
from her other charities in that the supposed beneficiary was not those of 
the community she belonged to. In fact, the foundation by other Londoners 
likewise heavily targeted boys outside London.  Such the Londoners' 
activities resulted in the improvement of educational provision in wider areas 
of England and, to a lesser extent, Wales from the mid-Tudor period to the 
Restoration with which more people became accessible to the grammar 
school.


